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2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

① 不純物を含む廃アルミから再生地金の利用を可能にする技術の研究開発
 (国立大学法人富山大学)と連携し、福岡金属工業団地や市内立地企
 業を巻き込んだ廃アルミの資源循環への取組み拡大による地域循環経済
の構築と産業の活性化とサーキュラーエコノミーモデルを構築

② 「地方創生推進交付金」(内閣府)を活用し、啓発拠点の商業施設等を
 中心に脱炭素の取組とともに集中投資を行い、市街地の求心力を高めて
交流人口を拡大して、市民の行動変容につなげることで、にぎわい創出を
図る

① エリア内外で発生する使用済太陽光発電設備を福岡金属工業団地で再
生アルミ資材としてマテリアルリサイクルすることで、資源循環を推進し、省エ
ネ改修や創エネ設備の設置に活用

② エリア内の集客力のある公共・商業施設を核に、中心市街地でアルミ回
収施設を整備する等、廃アルミを効率よく安価に調達

③ 地域の特徴である豊富な伏流水を有した既設の井戸を活用して駅前エリ
アのオフィスビルに地中熱ヒートポンプ (105kW)を導入

① 住宅・民間施設等にオンサイトPPAにより太陽光発電
 (4,053kW)・蓄電池を導入

② 郊外にある埋立処分場等の遊休地を活用した大規
模太陽光発電(4,250kW)と、市内の卒FIT電源
(5,100kW)を、PPA事業者を通じてエリア内に供給

③ 中心市街地活性化基本計画の中心に位置づけられ
ている大型商業施設及び宿泊施設の省エネ改修・
ZEB化を推進

④ リサイクルが困難な廃アルミを原料とした水素火力発
電・燃料電池(91kW)を導入

市の基幹事業であるアルミ産業の企業を巻き込み、中心市街地に太陽光発電設備の導入を進めるとともに、不純物を含む廃アルミから再生地金の利用を可能に
する技術の研究開発と連携して、エリア内外で発生する使用済太陽光発電設備を再生アルミ資材にマテリアルリサイクルし、地域経済循環を確立してサーキュラー
エコノミーモデルを構築。中心市街地活性化基本計画の取組と「地方創生推進交付金」(内閣府)を活用することで、商業施設等を中心に市街地の求心力を更
に高め、交流人口を拡大し脱炭素との相乗効果を生み出し、にぎわい創出を目指す。

高岡市：中心市街地の脱炭素×資源循環で実現する環境と経済の両立
「脱炭素未来都市高岡の挑戦」

１．民生部門電力の脱炭素化に関する主な取組

２．民生部門電力以外の脱炭素化に関する主な取組

４．主な取組のスケジュール

３．取組により期待される主な効果

脱炭素先行地域の対象：中心市街地エリア、福岡金属工業団地
主 な エ ネ ル ギ ー 需 要 家：戸建・集合住宅306戸、飲食店・商業施設等375施設、民間施設等34施設
共 同 提 案 者：高岡市カーボンニュートラル推進協議会※

※ハリタ金属株式会社、三協立山株式会社・三協マテリアル社、サニーライブホールディングス株式会社、アルハイテック株式会社、北陸電力株式会社、株式会社タカギセイコー、株式会社能作、
塩谷建設株式会社、株式会社安田紙業、イセ株式会社、末広開発株式会社、たかまち鑑定法人株式会社、高岡交通株式会社、トナミホールディングス株式会社、高岡ガス株式会社、
定塚校下連合自治会、株式会社北陸銀行、株式会社富山銀行、株式会社富山第一銀行、一般財団法人ローカルファースト財団

取組の全体像

省エネ促進ZEB化補助
複合施設・民間ビルのZEB化

水素発生装置・水素発電導入

地中熱ヒートポンプ導入

太陽光発電導入(オンサイト)・蓄電池導入

【施策間連携モデル】
中心市街地活性化×脱炭素

【資源循環モデル】

太陽光発電導入(オフサイト)・蓄電池導入

サーキュラーエコノミーモデルの構築

高岡市中心市街地

福岡金属工業団地
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